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進化し続ける“RIMOWAの旅”

RIMOWAは、ヨーロッパはもとより、世界の一流スーツケースメーカーの一つとしての地位をすでに確立しています。創業は１８９８年。RIMOWAのシンボルとも言われるリブ加工（表面凹凸）が生み出されたのは１９３５年のことです。創業当時から現在に至るまで世界中のセレブたちに愛用され、またポルシェ、ルフトハンザなどのコラボレーションモデルでも話題を提供してきました。

RIMOWAが世界中の旅行者に愛されてきた理由は、創業者ポール・モルシェックの“ハンドクラフトマンシップ”や“素材へのこだわりと正確な製造”といった伝統を代々受け継ぎつつ、その時代の最新のテクノロジーを取り入れてきたことによるものです。

現在のRIMOWAを率いるディーター・モルシェックのスローガンは「Handwork meets High-tech （手仕事とハイテクの融合）」。氏はこの方針を実行に移し、今も尚、さらなる極みを追求し続けています。

RIMOWAのグローバル戦略は「こだわり持つすべての旅行者が、最初にセレクトするスーツケース」をテーマに積極的に展開しています。現在、欧米を中心としたRIMOWA主力店舗は香港、台湾、ソウルなどアジア地域へも出店しています。日本では、2008年10月に誕生したリモワ 丸の内店を情報発信基地としてマーケットリーダーとしての地位をリードして参りました。

日本におけるRIMOWAのパートナーである（株）林五は、そのRIMOWAのグローバル戦略に応えるため、また、日本のRIMOWAユーザーに対し、今まで以上のきめ細かいサービスをご提供するため、スーツケースの品質、機能、デザインに関するニーズ、そして旅行者のささいなこだわりにも応えていきたいと考えています。

進化し続ける“RIMOWAの旅”の今後にどうぞ、ご期待ください。
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ポール・モルシェックはスーツケースの製造をこころざし、ひとつのファミリービジネスを興しました。　牛革を素材として使用した彼のスーツケースは、当時の有産階級の人々の自動車旅行に、船旅に、そしてオリエント急行に代表されるような列車旅行の良き伴侶として愛用されたのでした。


第一次世界大戦後の経済的混乱は、彼の工場経営にある転機をもたらしました。　ヨーロッパ全域での牛革の品不足が極めて深刻となり、金属やファイバーのような他の素材に、より関心を示すきっかけを与えたのです。　この頃、イタリアのグッチが、牛革にかわり、キャンバス地に豚皮の付属を使用した鞄の製造を開始したのも、これと全く同じ理由によるものです。

彼の息子であるリヒヤルト・モルシェックが工場を引き受け、社名もRICHARD（リヒヤルト）MORSZECK（モルシェック）WARENZEICHEN（ヴァーレンツァイヒェン）、すなわち、「リヒヤルト・モルシェック商標」と改められました。

RI・MO・WAのトレードマークの誕生です。

ある日、ベルリンより国防軍の装備調達局の将官が、密かにRIMOWA社を訪問しました。　彼の要望は、局地や熱帯での作戦行動に絶え得る、軍事コンテナーの開発に絞られていました。　皮革素材は採用されませんでした。　なぜなら、湿度や高温、あるいは過酷な低温の影響を受けない素材として、アルミニウムが第一候補となったからなのです。　アルミシートの表面強度を確保するために、当時ドイツの代表的航空機であった、ユンカース52（JU－52）の外板設計技術が参考にされました。

リモワケースの、優れた耐久性が維持されている、もっともベーシックな特徴である表面リブ加工（凸凹）は、かくしてあみ出されたのです。

第二次世界大戦中の連合軍の猛爆により、アルミの在庫以外のほとんどの資材が失われる結果となりました。リヒヤルト・モルシェックの持つ豊かな創造力は敗戦のドイツにあって、彼の工場に残された唯一の素材、すなわちアルミシートを使用したケースのスペシャリストになることに絞れられたのです。本格生産は、１９５０年より開始されました。


経営は創業者の孫、ディーター・モルシェックに受け継がれ、リモワ社の商品開発能力は頂点に達したかの感があります。他に類のない近代的外観、世界一の軽量、そして驚嘆に値する耐久性を持つ、このアルミケースは少数の古い意識を捨てきれない人々、すなわち、取るに足りないヘコミや傷を気にする旧世代を越えて、より多くのソフィストケートされたフレキュエント・トラベラーに愛用されています。
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